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1. はじめに 

胴縁の防錆処理は，一般的に JIS K 5674などのさび

止めペイントが用いられるが，さび止め塗装した胴縁は

構造体に比べ耐久性が低く，構造体より先に胴縁が耐用

年数を超えてしまう課題がある．そこで，筆者らは胴縁

の耐食性向上と製造の簡素化を目的とした胴縁システム

を開発した 1)2)3)．本論ではその胴縁システムの耐食性試

験結果と暴露試験結果を報告する． 

 

２．接合部の耐食性試験 

2-1．試験方法  

 試験体を中性塩水噴霧サイクル試験(JIS H 8502．以

下，サイクル試験)に供した後，引張試験を行なった．

試験体の数量は n=2で実施した． 

１）締結材： 

・タッピング型ワンサイドボルト 4）   

（以下，ワンサイドボルト） 

 

２）被締結材： 

・JIS G 3323 溶融亜鉛めっき-アルミニウム－マグネ

シウム合金めっき鋼板(以下，高耐食めっき鋼板)  

種類の記号：SGMH400，めっき付着量：K14， 

試験体の寸法：t2.0×80×80mm 

 

３）中性塩水噴霧サイクル試験の試験条件 

3-1）サイクル試験条件：図１に示す． 

塩水噴霧　２時間 温度35±2℃ 塩濃度5±0.5%

乾燥　４時間 温度60±1℃ 相対湿度30%RH

湿潤　2時間 温度50±1℃ 相対湿度95%RH

1ｻｲｸﾙ8時間

 

       図１．サイクル試験条件 

3-2）試験体の設置角度 

・図２に示すように,試験体の設置角度は 70°傾斜さ

せ,ワンサイドボルトのねじ側に塩水が噴霧される

ように試験装置内に設置した． 

 

約70°

A

A方向から見た図

塩水噴霧方向 ワンサイドボルト

 

図 2 試験体の設置角度と塩水噴霧方向 

 

４）引張試験： 

・図 3に示すような試験治具を用い、接合部に引張荷

重が負荷されるようにした． 

・サイクル試験前と１５０サイクル後の試験体を用い,

クロスヘッドスピード 10mm/min で試験を行なった． 

 

試験治具

ワンサイドボルト

試験治具

高耐食めっき鋼板

試験治具

 
図 3 引張試験方法 

 

2-2．試験結果 

写真１にサイクル試験前および１５０サイクル後の試

験体の外観を示す．また，写真２に１５０サイクル後の

試験体締結部の断面写真を示す．１５０サイクル後では，

ワンサイドボルトおよび高耐食めっき鋼板の切断端面部

近傍に僅かな赤錆が観察されたが，断面観察ではワンサ

イドボルトおよび高耐食めっき鋼板の鋼素地に至るまで

の腐食は確認されなかった． 
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試験前 150ｻｲｸﾙ

 

写真１．サイクル試験前後の試験体外観写真      

雌 ね じ 側

( t 2 . 0 m m )

 

   写真２．１５０サイクル後の試験体締結部の断面写真 

 

図４にサイクル試験前後の引張試験結果を示す．試験

前，１５０サイクル後の荷重と変位において最大引張荷

重は同程度であり,引張耐力の低下は確認されなかった． 

 

 

図４．サイクル試験前後の引張試験結果 

 

３． 屋外暴露試験 

表１に屋外暴露試験の試験条件を，図５に試験体の形

状および設置状況を示す．暴露地は東京湾に面した市川

市の湾岸地区にあり，海岸から約 10m の暴露場に設置し

た．写真３に屋外暴露試験の試験体外観写真を示す．①，

②共に著しい赤錆の発生は確認されなかった． 

 

表 1．屋外暴露試験の試験条件 

項　目 内　容
暴露地 千葉県市川市(海岸から10m)

①本胴縁システム(めっき付着量：K27)
②溶融亜鉛めっき(めっき付着量：HDZ40)

暴露期間 1.5年

試験体の
防錆仕様

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図５．暴露試験体の形状および設置状況 

 

①本胴縁システム（K27) ②溶融亜鉛めっき(HDZ40)

 

写真３．屋外暴露試験体の外観写真 

 

４．結論 

高耐食乾式接合胴縁システムの接合部の耐食性を調査

した結果,150サイクル実施した試験体においても試験

前と比べ引張耐力の低下は確認されなかった． 

屋外暴露試験(市川市)の結果，本胴縁システムは 1.5

年時点でも著しい赤錆の発生は確認されなかった．  
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